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同
研
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「
近
黛
前
期
に
お
け
る
政
治
的
主
要
人
物

の
居
所
と
行
動
」
班
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
そ

こ
で
の
基
礎
的
研
究
の
蓄
積
も
少
な
か
ら
ず
反
映

し
て
い
る
。
小
堀
政
一
に
つ
い
て
は
、
藤
田
「
小

堀
政
一
の
居
所
と
行
動
」
が
あ
り
（
藤
井
譲
治
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『
近
世
前
期
政
治
的
主
要
人
物
の
居
所
と
行
動
』

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
調
査
報
告
第
三
七

号
、
一
九
九
四
年
）
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
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さ
ら
に
、
第
－
部
・
第
H
部
所
収
各
史
料
に
は

懇
切
な
傍
注
（
人
名
・
地
名
な
ど
）
と
頭
注
（
内

容
・
用
語
な
ど
）
が
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
も
本
書
公
刊
に
い
た
る
周
到
な
調
査
・
研
究

過
程
を
想
え
ば
、
も
は
や
あ
え
て
特
記
す
る
に
お

よ
ば
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　
本
書
の
刊
行
が
、
近
世
前
期
の
政
治
史
や
文
化

史
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
分
野
で
、
研
究
の
進

展
に
多
大
の
寄
与
を
な
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い

え
な
い
。
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